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株式会社 三省堂 
 

【⽂字にかかわるひと必読！】三省堂『「書体」が⽣まれる 三省堂とベン
トンがひらいた⽂字デザイン』刊⾏ 
 
ベントン彫刻機と三省堂がなければ、⽇本の活字デザインの歴史は変わっていた!? 彫刻職⼈の時
代からデザイン書体ブームの間、「書体」という概念が⽣まれた黎明期に奔⾛したひとびとの記録 
 
株式会社 三省堂（本社：東京都千代⽥区、代表取締役：瀧本多加志）は、書籍『「書体」が⽣まれる ベントン
と三省堂がひらいた⽂字デザイン』を 2021 年 8 ⽉ 27 ⽇（⾦）より発売いたします。本書は三省堂辞書サイト
「Word-Wise Web」にて連載された⼈気コラムを書籍化したものです。新資料によりわかったことや、書き下ろ
し、多数の写真を加え再構成しました。 
【URL】https://dictionary.sanseido-publ.co.jp/dict/ssd34915 
 

 
 
 活版印刷の時代は、⾦属活字を⼀本⼀本組み上げてレイアウト（組版）していた。本⼀冊ともなれ
ば、何万字分の活字を拾い、組み上げて印刷していたのだ。 
 そんな⾦属活字の時代、印刷にもちいられる書体は最初、「種字彫刻師」というごく限られた天才の
頭のなかにのみあるものだった。当時、活字のおおもととなる種字は、マッチ棒ほどの⼩さな活字材
に職⼈が原⼨・逆字で⼿彫りしており、その仕事は難易度のとても⾼いものだった。 
 それがやがて、紙に拡⼤サイズの正字（そのままの向き）で描いて書体デザインをおこなえるよう
になっていった。現代にもつながるそうした⽂字デザインの⼿法が現れた背景には、「ベントン」と呼
ばれるアメリカ⽣まれの機械の導⼊と、かつての⼿彫り種字の良さを引き継ぎながら、あらたな⽂字
デザインの⼿法を切りひらき、あたらしい機械を使いこなして美しい⽂字をつくろうとひたすらに奔
⾛したひとびとの存在があった。きっかけをつくったのは三省堂である。 
 いったい現場には、どんなひとたちがいて、どんなふうに書体づくりに取り組んでいたのか。どん
なひとたちが未知の機械を⼿に⼊れ、その技術をひろげていったのか。 
 “「書体」が⽣まれる”そのときをめぐる、現場の奮闘をたどっていきたい。 

……「はじめに―「書体」の誕⽣」より 



 
⾦属活字 

 

【「ベントン」…ベントン彫刻機とは】 

1880 年代にアメリカのリン・ボイド・ベントンによって発明された、活字の⺟型（または⽗型）を彫
刻する機械。「パターン」という⾦属製の⽂字原版をテーブルにセットしてフォロワーと呼ばれる針状
の部品でなぞると、その動きが縮⼩されて機械上部のカッターに伝わり、⺟型が彫れる。この
American Type Founders（ATF）製ベントン彫刻機は、⽇本に現存するのは 2台のみといわれる。 

……⼝絵より 

 
ベントン彫刻機 

 
 

【概要】 

「よいものは必ず、美しい」 
――三省堂の創業者である⻲井忠⼀は⾔った。 
 
その息⼦、⻲井寅雄は、よりよい出版物をつくるためには「⽂字」の改良が必要だと考えた。 
アメリカの活字鋳造会社 ATF のベントン彫刻機をなんとかして⼿に⼊れたい。渡⽶し、直接、開発者であるリ
ン・ボイド・ベントンに交渉した。そして、その機械の使い⽅を習得させるため、アメリカでの案内役を頼んだ



若き技師・今井直⼀にこう⾔った。 
 

「社会に有⽤なりっぱな書物をつくるためには、第⼀には内容だが、その内容を盛るのにもっともふ
さわしい、美しいりっぱな容器がなければならない。それには⽤紙、製本、装丁とともに、⽂字の印
刷をすぐれた、読みよいものにする必要がある。⽂字印刷をよくするためには、よい活字がなければ
できない。よい活字は、よい⺟型以外のものから⽣まれるはずがない。⺟型や活字をおろそかにし
て、よい書物を得ようとすることは、⽊によって⿂を求めるにひとしい」 
 
「欧⽶に⽐べて⽇本の⽂字印刷があまりにも⾒劣りするのは、⼆⼗六⽂字のアルファベットに対し数
千字の漢字というおおきなハンディキャップを背負っている結果だということは、認めざるをえな
い。しかし、ハンディキャップがおおきければおおきいほど、⽇本の技術者はいっそう奮起し、これ
を乗り越え、克服する努⼒をすべきではないだろうか」 

 
今井はベントンのもとで修業し、帰国後、三省堂に⼊社した。 
三省堂はあらたな⼯場を建設し、書体研究室を設置して、独⾃の⺟型製作をはじめた。 
「機械の中から宝探しをする」ように、ベントン彫刻機の性能をさぐり、試⾏錯誤しながら彫刻を進めた。 
 
ベントン彫刻機では、原図を描き、それをもとにパターンを製作、パターンをなぞることでパンタグラフの仕組
みで⺟型が彫刻されるというのが⼀連の流れになる。それまで⼀部の職⼈の頭のなかにだけあった⽂字の形が、
原図を描く、デザインされるものとなった。――「書体」という概念がここに誕⽣した―― 

 
パターン 

 
昭和 18 年、「ベントン彫刻機の成果の結晶」ともいえるような辞書が世に出た。 
『明解国語辞典』である。5.5ポイント（約 1.9mm⾓）の活字で組版・印刷したものだ。⼿彫りの時代ではとう
ていなせなかったことである。 
その間、数多の困難があった。関東⼤震災があった。その後には戦争の混乱があった。 
 
戦後、「当⽤漢字」が発表された。 
印刷・出版・新聞……⽂字にかかわる多くの業界が、⼤量の活字を必要とした。 
⼤⽇本印刷はベントン彫刻機の国産機をつくろうと考え、三省堂に協⼒を求めた。そしてその国産機ができると、



毎⽇新聞社はその量産化に寄与した。岩⽥⺟型製造所は⼤量の⺟型を国産ベントン彫刻機により⽣産した。 
それぞれが技術交流をしながら、三省堂が確⽴した⼿法を直接的・間接的につたえていった。 
 
「書体」が⽣まれたそのとき、美しい活字をすばやく⼤量に⽣み出そうと奔⾛したひとびとがいた。 
本書は、多数の⽂献を読み解き、多くの写真をまじえて、これまでまとめて語られることがなかった、その奔⾛
のもようを描いた。 
⽂字にかかわるすべてのひとが読むべき⼀冊である。 
 
 

【⽬次】抜粋 

はじめに̶̶「書体」の誕⽣ 
第⼀章 三省堂の創業 
  三省堂を築いたひと・⻲井忠⼀ ／ 「よいものは必ず、美しい」忠⼀と印刷⼯場 ◉コラム 種字彫刻師 
第⼆章 「⽂字印刷」の三省堂へ 
  「⽂字印刷」に着⽬したひと・⻲井寅雄 ／ 「⽂字の印刷」と「⽂字ならざるものの印刷」 ／ 運命の
出会い 寅雄とベントン彫刻機 ◉コラム インディアペーパーの開発 ／ 印刷優秀書籍の出版・印刷所 

第三章 ベントン彫刻機導⼊の先駆者 
  印刷局とベントン彫刻機 ／ 築地活版とベントン彫刻機 
第四章 三省堂とベントン彫刻機 
  ⻲井寅雄の欧⽶視察 ／ 寅雄、今井直⼀を⼝説く ／ ベントンへの弟⼦⼊り ／ ベントン彫刻機のゆ

くえ ／ もうひとつの重要な機械 ／ 関東⼤震災の⼤打撃 ／ 震災からの復興とポイント制活字の
導⼊ ◉三省堂の書体をつくったひとびと① 今井直⼀ 

第五章 三省堂の書体研究のはじまり 
  辞書だからこそ――ベントン彫刻機が必要だった理由 ／ 書体研究への着⼿ ／ 三省堂の活字の規格 
／ カナモジカイと三省堂 ／ 桑⽥式カナモジ ◉三省堂の書体をつくったひとびと② 桑⽥福太郎 

第六章 三省堂のベントン活字の誕⽣ 
  書体研究室の移転と、⺟型製作の流れ ／ 「組⽴式」から「腐蝕パターン」へ ／ かな、そして明朝漢

字の彫刻へ ／ ベントン彫刻⺟型への批判 ／ 三省堂活字をまもるために ◉三省堂の書体をつくった
ひとびと③ 松橋勝⼆ 

第七章 三省堂のベントン彫刻機の成果 
  5・5 ポイント活字の新刻 ／ 書体設計⼠の教育――杉本幸治の経験から ／ 原図の書き⽅――三省堂

の⼿法 ◉三省堂の書体をつくったひとびと④ 杉本幸治 ◉コラム 印刷関係の教育機関 
第⼋章 戦渦の三省堂とベントン彫刻機 
  ⼯場技師にくだされた特命 ／ ベントン彫刻機の疎開 ／ 三省堂⼯場の再出発 ◉三省堂の書体をつく

ったひとびと⑤ ⾦⼦鷗亭 
第九章 ベントン彫刻機の国産化 
  三省堂の決断 ／ ⼤⽇本印刷の決意 ／ ⼤⽇本印刷の原図制作 
第⼗章 ベントン彫刻機の量産化 
  毎⽇新聞社と津上製作所 ／ 毎⽇新聞社の原図制作 ／ 新聞活字とベントン彫刻機 
第⼗⼀章 ベントン彫刻機の普及と活⽤ 
  岩⽥⺟型製造所とベントン⺟型の普及 ／ ベントン彫刻機がもたらした⾰命 
おわりに̶̶年表の⼀項⽬にこめられた、はかりしれない舞台裏 
◉付録 ベントン彫刻機 国産化年表 ／ ⽂献⼀覧 ／ 索引 
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雪 朱⾥（ゆき・あかり） 
ライター、編集者。1971 年⽣まれ。写植から DTPへの移⾏期に印刷会社に在籍後、ビジネス系専⾨誌の編集⻑
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著書に『時代をひらく書体をつくる。――書体設計⼠・橋本和夫に聞く 活字・写植・デジタルフォントデザイン
の舞台裏』『印刷・紙づくりを⽀えてきた 34 ⼈の名⼯の肖像』『描き⽂字のデザイン』『もじ部 書体デザイナー
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【書誌情報】 

書名：「書体」が⽣まれる ベントンと三省堂がひらいた⽂字デザイン 
編著者表⽰：雪 朱⾥ 著 
定価：本体 3,300円＋税 
体裁：A5判／336ページ（巻頭 16ページはオールカラー） 
ISBN：978-4-385-34915-2 
商品 URL：https://dictionary.sanseido-publ.co.jp/dict/ssd34915 
発売⽇：2021 年 8 ⽉ 27 ⽇（⾦）より 
 ※書店への⼊荷⽇は地域によって異なる場合があります。⼊荷⽇については各書店へお問い合わせください。 
 
 

【三省堂について】 

会社名：株式会社三省堂 
所在地：〒101-8371 東京都千代⽥区神⽥三崎町 2丁⽬ 22番 14号 
創業：1881 年（明治 14 年）4 ⽉ 8 ⽇ 
代表取締役社⻑：瀧本多加志 
資本⾦：7,000 万円 
従業員数：145 ⼈（2021 年 6⽉現在） 
事業内容：辞書、事典、学習図書、⼀般図書、電⼦出版物、⼩学校・中学校・⾼等学校教科書の出版・販売、情
報提供サービス 
URL：https://www.sanseido.co.jp 
 

【お問い合わせ窓⼝】 

株式会社 三省堂 営業企画部 
Tel：03-3230-9562 
受付時間：平⽇ 10：00〜17：00（⼟・⽇・祝⽇を除く） 
E-mail：www-info@sanseido-publ.co.jp 


